
観光庁「令和２年度城泊・寺泊による歴史的資源の活用事業（城泊・寺泊専門家派遣）」の実施状況について

○２０２２年福山城築城４００年記念事業として既存施設を活用し，ＰＲイベントとして「城泊」を含めた利活用
のための実証事業を行う。
○実証実験の結果を踏まえながら，関係法令等の課題を整理し，城泊の事業化をめざすなど「福山城公園
エリア」のパークマネジメント導入の動きにつなげる。

■城泊の方向性の検討結果

■利活用に当たっての課題

立地上の法令課題 設備上の法令課題

①都市計画法（中高層第一種住居専用区域）

建築基準法第４８条第３項に定める用途制限より，同区
域内に宿泊施設を建築することはできない。

①旅館業法

「宿泊料を受けて人を宿泊させる営業」を行う場合，
旅館業による営業許可が必要。

②都市公園法（福山城公園）
「公園施設」として設けられる施設に制限あり。

②消防法

避難器具や自動火災報知設備など防火設備の整
備が必要。

③文化財保護法（史跡福山城跡）

史跡内で「現状を変更する行為」または史跡の「保存に影
響を及ぼす行為」について，現状変更申請／協議が必要。

③建築基準法

建築物の用途変更や特殊建築物として設備整備な
ど対応が必要。

【課題１】各種法令への対応

○福山城公園一帯は都市計画法など公園内での用途に制限がある。
○旅館業法等に基づき，使用施設の設備的整備が必要となる。

■福山城での城泊について（専門家意見より）

・城泊を行う施設として，福寿会館は設備がそろっていると感じる。
・活用の範囲としては，施設をつなげ福山城公園一帯として活用するのがよいのではないか。
・ランチやディナー，パーティなどの活用に併せ，城泊を組み入れることが有効。

福山城における城泊の価値

・市が民間に多額の税金を投入する従来の流れではなく，市が許可する範囲で
民間が施設に投資・運営し，収益を施設の保存に充てるという視点が必要。
・収益ポイントを作ることが大切。（売店や飲食など）
・事業者の募集・選定に当たっては，福山城公園エリア内の多くが史跡のため
「保存」の側面が強くなるため，「保存」の意識を強く持ち，活用に理解がある
事業者であることが重要。

民間の巻き込み

■概要

２０２２年（令和４年）に迎える福山城築城４００年に向けて，改修後の福山城の利活用策について検討するため
申請し，支援地域に選定。
実施期間：２０２０年（令和２年）１０月～２０２１年（令和３年）３月（福山市訪問：２回，ＷＥＢ会議：４回実施済）
支援内容：城泊を手掛ける事業者によって構成される専門家によるヒアリング・現地視察，コーチング支援等

【課題２】プレイヤーの存在

○運営・活用したい事業者の有無
・史跡の保存に理解のある事業者。
・福山城公園一帯のエリアマネジメントの視点を持っている・行える事業者。
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